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栄養・保健福祉に関わる専門家の卒後研修報告
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１　はじめに
平成24年度新潟県立大学教育研究活動推進事業（社会貢献活動推進事業）として採択さ
れた「栄養・保健福祉に係わる専門家の卒後教育と在学生の交流を目的とした研修会」を
実施した。本事業内容は、「心をひらくコミュニケーション講座」と「スポーツ栄養基礎
講座」の 2つの研修会の開催である。
国家資格は、一度資格を取得するとその資格を持って終生働くことができる。一般的に
は国家資格試験のレベルは基礎知識であり、各種の現場で求められる専門性に応えるた
め、常に新しい知識・技術を習得するように努力し続けなければならない。しかし、各資
格のスキルアップは、研修の機会も実施場所も限られており、大都市圏（東京・大阪）に
集中している。研修に参加するためには、研修費と交通・宿泊費が加算され、大都市圏居
住者に比べて、 2倍以上の負担となる。そのために、容易に研修に参加できないという現
実がある。そこで、本学在学生の卒後学習支援方法の検討を含め、栄養・保健福祉に係わ
る専門家に対する効果的かつ向上的な学習支援のあり方を検索する一手段として本講座を
企画し、実施することとした。
本事業の成果報告の一部として、今回は 2つの研修会の企画・実施までの流れと、11月
までに終了した「心をひらくコミュニケーション講座」のアンケート結果、およびQ&A
について報告する。
＊  新潟県立大学人間生活学部健康栄養学科（knmrmt@unii.ac.jp）
＊＊ 新潟県立大学人間生活学部子ども学科
＊＊＊ 新潟県立大学人間生活学部健康栄養学科
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２　事業計画
２-１　心をひらくコミュニケーション講座
（1）講座概要
県立新潟女子短期大学卒業生等の他、福祉・教育系現場で働いている人たちから、職場
でのコミュニケーションや保護者・相談者へのコミュニケーションのとり方がわからな
い、または上手にとれないなどの相談をもちかけられることが多い。実際にどのように対
応すべきかを理論では学習していても、実践的なスキルを学んでいないことが多い。そこ
で、筑波大学名誉教授の宗像恒次博士が考案した構造化連想法（SAT；Structured 
Association Technique）を取り入れたコミュニケーション方法を紹介する講座を企画した。
SAT法は心理セラピーのひとつで、連想・ひらめき・直感（Association）を重視した右脳
活動を意識的にかつ積極的に活用する方法である。例えば、本人の希望する自己成長や生
活習慣病予防のための行動変容を、常識を越えた速さで効果的に促すことができる手法で
ある。構造化されていて段階的に技術を習得すれば、誰でも再現できる利点もある。さら
に、学校や職場、および家庭などにおけるメンタルヘルス支援や高度セラピー支援にも利
用されている。
第 1回は、一般的なコミュニケーションのとり方、SAT法の基本（観察・傾聴・確認・
共感）とアサーションを学ぶ内容（実技を含む）とした。第 2回はSAT法を用いたコミュ
ニケーション技法の基本を実技の部分を主体に取り入れた内容を企画した。
（2）対象者
保育士、幼稚園教諭、栄養士・管理栄養士、保健師、看護師、および社会福祉士を主た
る対象者とした。また同養成施設等の学生参加も可能とした。
（3）開催案内（パンフレット）配付先
次の施設等に開催案内を配付した。保育園（218）、幼稚園（55）、その他の福祉系施設
（52）にパンフレット（図 1）を 1部ずつ送付した。また新潟市保健福祉課（50部）、新潟
県健康づくりスポーツ医科学センタ （ー100部）、新潟日報（10部）、新潟県立高等学校（120
部）、新潟大学教育学部（100部）、新潟大学附属小学校（20部）、長岡市役所（50部）、新
潟市教育委員会（20部）、五十嵐小学校（20部）へ送付または配付した。さらに、配付は
行わなかったが、県立新潟女子短期大学卒業生等に声をかけた。
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２-２　スポーツ栄養基礎講座
（1）講座概要
従来から県立新潟女子短期大学卒業生や、新潟県立大学在学生からスポーツ選手に対す
る栄養サポートについて体系的に学びたいという要望が寄せられてきた。オリンピック
yearや健康日本21（第 2次）とも重なり、スポーツ活動と栄養はこれからのわが国の健康
対策には欠かせないものとなってきている。そこでスポー栄養学の基礎を体系的に学べる
ように、下記の内容とした。
第 1回：エネルギー、たんぱく質、カルシウム、鉄を主たる栄養素としたスポーツ活動
時の役割
第 2回：ビタミン、水分補給、サプリメントとスポーツ活動時の役割
第 3回：試合前後と食事、トレーニングと食事、栄養教育とスポーツ活動時の役割
（2）対象者
栄養士・管理栄養士、小・中・高校などのスポーツ活動指導者を主たる対象者とした。
また同養成施設等の学生参加も可能とした。
（3）「スポーツ栄養基礎講座」（パンフレット）配付先
心をひらくコミュニケーション講座と同様の施設へ同封送付または配付を行った（図 2）。
図 1　「心をひらくコミュニケーション講座」パンフレット（左：表面、右：裏面）
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２-３　２講座のアンケートについて
受講者に対してアンケートを実施した。項目は①講座に対する意見（日時・時間・内
容・質問）、②講座の開催情報、③受講者の年代、④新潟県立大学に望むこと、⑤その他
の 5 項目とした。特に受講者の質問を重視し、質問事項に対しての返答を次回講座時に
フィードバックする旨を案内した。なお、第 2回の講座終了後については全員に返送する
こととした。
３　「心をひらくコミュニケーション講座」アンケート報告
３-１　資格別参加状況
表 1に示したとおりであり、本学学生の参加者は 6名であった。
３-２　講座のアンケート集計
表 2に示したとおり、参加者の満足度が高いことが明らかである。なお、質問項目 5の
その他の記載はなかったので表 2に記載しなかった。
図 2　「スポーツ栄養基礎講座」パンフレット（左：表面、右：裏面）
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表 1　心をひらくコミュニケーション講座の資格別申し込み数と参加状況
表 2　アンケート集計結果
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３-３　質問内容と返答（Q&A）
記載のあった質問に対する返答は、下記のとおりに全員にフィードバックした。
（1）第 1回講座
Q1. 合わない人と円滑にコミュニケーションをはかる方法について教えてください。
A1. ご質問が職場でのことでしたら、仕事がうまくいけばよいのだと割り切って、仕事
上必要なことを伝えられていれば円滑なコミュニケーションが成り立っていると言
えるかもしれません。
あるいはもう少し心の交流を含めた心地よい関係を築きたいと思っているのであ
れば、合わないからダメと考えずに、人間は十人十色なのだから合わなくて当たり
前ぐらいの気持ちで接するとよいのではないでしょうか。こちらが避けようとする
と相手にそれが伝わります。合う・合わないはお互いさま、誰しも100％自分が望
むような関係を持てるわけではないのだと考えて、多少の合わなさには目をつぶる
ということも必要かもしれません。
また、もしかして合わないと決めつけていて、近づいてみたら実は意外と大丈夫
ということもあるでしょう。人間はお互い常に変化（成長）しているものなので、
以前のイメージを引きずらず、一回一回新鮮な気持ちで向き合うということもあり
だと思います。
Q2. 表情やうなずきが大切なことを改めて感じました。職場の中など相手を変えられな
いので、無表情の人にはどう対応すればよいのでしょうか？無表情の人だと思って
あきらめるのか、本日の講座のように「私はこう思った…」ということを伝えるべ
きなのでしょうか？実際には、上司などに伝えるのは難しいのですが…。
A2. あなたがおっしゃるように、過去と相手は変えられない、変えられるのは未来と自
分だけというのがあります。その人の無表情があなたには気になることなのでしょ
うね。あるいはそのことで何か直接被害を被っていることがおありでしょうか？も
しあるのであれば、無表情なことに対してではなく、被った被害に対して「私は…」
と伝えることは必要かもしれません。しかし、無表情であること自体に関しては、
それこそ他人は変えられないということになると思います。
たとえば夫婦のように人生を共にしていく関係にある人であれば、さまざま努力
して伝え改善してもらうべく働きかけることは意味があることかもしれません。し
かし、職場の人間関係である場合は、仕事が滞りなく行われているということが重
要なのであって、それ以上のものを求める必要はないのではないかという気がしま
す…が、いかがでしょうか？
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なお、カウンセリングの場合は過去に起きた出来事を変えることはできないが、
そのことをどう解釈するかは変えることができるという考え方をします。
Q3. 人の話をしっかり聞いて、くり返して言うことは訓練でできるようになるのでしょ
うか？日常でくり返して言うのは難しいですが、簡単な方法があれば教えてもらい
たい。
A3. 訓練でできるようになると思います。これはもちろん繰り返すことが目的ではな
く、相手が何を言わんとしているのかをよく理解することが目的ですが、この理解
も頭で理解ではなく、気持ちでわかるということです。繰り返されたとき、少しで
もニュアンスが違っていると相手は気持ちが悪いものです。しかし、気持ちの部分
がずれていなければ多少言いまわしが違っても大丈夫の場合が多いです。気持ちを
わかるということがいかに大切かということです。
しかし、日常会話でそこまで気持ちに注目することを必要とする会話はあまり多
くないのではないでしょうか。何気ないおしゃべりの方が多いでしょう。このよう
なときは言葉で繰り返さなくても、何を伝えたくてこのこと話しているのかという
所に焦点を当ててきくようにするとカウンセリングの繰り返しの時に役に立つと思
います。
日常会話で言葉の繰返しを頻回にされると、真剣にきいていないような、バカに
されているような印象を与えることがあるかもしれません。繰り返しは全部すれば
よいのではなく、キーワードを拾いそれをくり返すのが効果的です。したがって繰
り返しの訓練は日常会話でではなく、まずはそれなりのセミナーなどに参加して体
験した方がよいと思われます。
Q4. 相手に満足してもらえる会話と時間の関係はあるのでしょうか？
A4. すみません、質問の意図がよくわからなかったのですが、どれぐらいの時間話せば
相手に満足してもらえるのかということでしょうか？　質問の意図がそうだとした
ら、長さではなく“わかってもらえた感”だと思います。
話（気持ち）がわかってもらえないといくら話をしても満足感はなく、わかって
もらおうと延々と話すことになり、話をやめるのは満足してではなく疲れたか、あ
きらめたか…。確認と共感でわかってもらえたと感じれば時間が短くとも満足な会
話になるでしょうし、満足してもらえる会話になるかどうかは時間の長短に関係な
いと思います。
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Q5. うまく話を切りあげるコツを知りたいです。
A5. 話がなかなか切り上げられない理由の一つとして、相手に自分の話を十分わかって
もらえてないと感じている場合が考えられます。たいていは、ある程度ひと塊りの
話をすると満足してひと段落するでしょうし、一般的な常識がある人であれば、こ
ちらの事情も考慮して適当な時間で切り上げると思います。したがって、話をきく
ときは徹底してきくということが切り上げやすくする一つのコツといえます。ま
た、中には自分で話を収拾できず話があちこちに飛んでしまう人もいます。その場
合こちらの方で「よかったですね」「よろしくお願しますね」など、相手を認めつ
つ締めくくるような言葉を言うことも有効かもしれません。
ただし質問についてはいくつかの場面が想定できますので、
①　いつも話が長引くような人の場合は、今どれぐらいなら話を聞く時間があるか
前もって言ってから話を始める。
②　何の予告もなく始まった会話をいよいよ切り上げなくてはならなくなった場合
は「ごめんなさい。他用があってお話を切り上げなくてはならないんだけど、ま
た続きをきかせていただけますか？○○（いついつ）でしたら時間取れますが…」
と正直に話す。
③　（あまりよい方法とは言えませんが）、仲間内で○○さんと話しているとき何分
経過したら、電話がかかってきたような形で呼び出してほしい、などと打ち合わ
せをしておくこともひとつ。
マニュアルがあるわけではなく、状況や相手に合わせた工夫が必要でしょう。く
れぐれも、これ見よがしに時計を見たり、顔をそむけてイライラした態度を見せた
りは慎みたいですね。もっとも、もうこれきり付き合わなくていいという人には別
ですが…。
（2）第 2回講座
Q1. ○○教諭をしています。保護者の方に子供の様子を伝える際、困っていることやけ
んかで友達にけがをさせた事などを話しやすい人（保護者）と、話しにくい人（保
護者）がいて、コミュニケーションのとり方に戸惑ってしまいます。アドバイスを
お願いします。
A1. まず第 1に、その子への「困った子」「原因を作った子」という意識を頭の中から
外してください。ほとんどの問題行動は、その子なりに周囲からの愛情を受けたく
てやっていることですが、裏返したり捻った表現をして、気を引いているのです。
ですから、「困った子」「原因を作った子」と思うと、拒否的、否定的な感覚が本人
に伝わり、逆効果です。同時に、それが保護者にも伝わります。我が子を否定され
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たくて幼稚園に通わせている保護者はいないので、それだけで感情的になったり、
教諭の言うことへの聴く耳を持たなくなります。人は、自分の言い分や気持ちを充
分聴きいれてくれた人のいうことにしか、本当には耳を貸しません。子供がそのよ
うに育った背景には、親にも同様の愛情飢餓感があることが多いので、我が子を否
定されると自分が否定された感覚になり（これは誰でもあることです）感情的にな
りやすいことが推定されます。子供も親も、自分を認めてほしい（愛情を受けたい）
のです。この内面の気持ちを感じてみてください。親と協力してその子を育てるこ
とを、意識的に念頭に置くとよいでしょう。
更に、気質を意識した対応と、アサーションスキルを意識してください。アサー
ションスキルの中でも、「私は…」という表現を意識し、相手には違う受け止め方
や見解があることを否定しないように伝え、聴きましょう。
それでも一定の人に言いにくいのは、自分の過去の体験が反応しているので、カ
ウンセリングを受けて自分の中の未解決な問題を解決すると、同じ刺激に対する認
知が大きく変わります。
また、場合によっては教諭の側が把握していることが事実ではない可能性もあり
ます。少なくとも、その子にとっては真実ではないかもしれません。本当の気持ち
を聴いてみなくてはわからないこともあります。
Q2. 「繰り返しは言葉を変えてない」「話の外から聞かない」というのは、今までの教育
相談研修で学んだことと、大きく違い戸惑いました。言葉の裏にある本当の気持ち
を推測するのも大切だと思っていました。「教育相談」と「コミュニケーション」
のちがいでしょうか？
A2. 日本のコミュニケーションでは、本当の気持ちはなかなか表現されません。ですか
ら、おっしゃるように「言葉の裏にある本当の気持ち」を捉えることが大切です。
その際、「推測」では、ブロッキングが含まれていることが多く、「本当の気持ち」
を捉えた“つもり”で終わることが多くなります。確実に「言葉の裏にある本当の
気持ち」を捉えることができるのは、話の中に表現されているキーワード・キー
メッセージを入り口で捉える方法です。「相談」の場で、的確な回答・アドバイス
をするためにこそ、「推測」ではなく一層確実に相手の一番強い期待・願いを捉え
る必要があります。これが相手の満足につながります。
その際、聴き手に基本姿勢ができていることで、安心して「言葉の裏にある本当
の気持ち」を話せるようになりますので、このことも念頭においてください。そう
でないと、いくら訊き、聴いても、本当の気持ちは表現されにくいのです。
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Q3. 親子の会話の場合、まずは子供の気持ちをありのまま聞いて、受け入れようと思っ
ていても、親の「こうして欲しい」という感情が、表情や態度に出てしまいます。
自分の感情を押さえる工夫はありますか？
A3. この悩みをもっておられる親御さんは多いのです。子供の言うことが聴きにくくな
る程の「こうして欲しい」という感情は相手をコントロールしようとする気持ちと
して作用します。多くのケースでは、その気持ちの背景に、「こうすればきっとこ
の子は幸せになるのに」「まだ子供だから世の中の現実がわからないのだ」という
ような親の思いがあります。最終的に本当に幸せかどうか判断できるのは、本人し
かいません。親の思い通りにしたからといって、我が子が幸せになるとは限りませ
ん。たとえ我が子でもコントロールはしないようにしましょう。「我が子だからこ
そ」コントロールをしないで育てることが、本人の幸せに望ましいといえます。親
の気持ちは、アサーティブに伝え、本人の本当の気持ちを聴きつつ“両者に誠実”
なコミュニケーションをとり、一致点を見出します。アサーティブな表現の理念
は、「相手をコントロールしないこと」です。
自分の思いを抑えて親の期待に沿って育った子供のことを「イイ子」といいます。
いろいろな問題の背後にこの「イイ子」があることは既にご存知と思います。
Q4. 子供同士のトラブルのとき、ごまかして話をしてしまうこどもにはどのようにして
コミュニケーションをとればよいですか？（幼児・小学生の場合）
A4. 「ごまかす」場合には、その背後に本当のことが言えない気持ちが必ずあります。
大人が「ごまかしている」と思って話すと否定メッセージが非言語的にも伝わるの
で、本当の思いが一層言いにくくなります。「言えない気持ちもあってこう話して
いる」と思えば、その話自体は受け入れて聴くことができます。事実と異なる部分
も、否定的な責める気持ちでなく、感情を抜きにその違いを尋ねてください。「本
当のことを言えない気持ち」も含めて誠実に対応しましょう。
「ごまかす」のは、本人も矛盾を感じていて本当のことを言えないからなので、
矛盾する気持ちも含めて受け入れてくれる親であることが感じられれば、次第に本
当のことを言いやすくなっていきます。矛盾を含めて一緒に考えて対応してくれる
親になりたいものです。
また、大人でも情報操作（ごまかし）をすることはあります。同じことが子供に
もあるのですから、責めることはできませんね。「ごまかす」ことを否定されると、
次からもっと巧妙に「ごまかす」ことを学習する可能性もあります。
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Q5. 現実にあり得ないこと、例えば「自分の行動を街行く人が全て見えていて、逐一そ
の行動がネット上に流れているため、日本全国どこへ行っても自分のことをみんな
あわれみや軽蔑した目で見ている」という人に対しても黙って話を聞き、繰り返し
することで本人はその解決を見つけ出せるのでしょうか？
A5. 妄想的な度合いの強い内容は、傾聴だけで解決できるものではありません。専門家
の支援を受けてください。ただしこのようなケースでも、周囲が「それは妄想だ」
「違う」というメッセージを出すことでストレスとなり、妄想的な傾向が強まる可
能性があります。「そう見えているのですね」「そう感じられているのですね」とい
う応対ならできませんか。
Q6. 苦手な相手にも向かい合って分かり合えたらいいと思うのですが、いざ向き合うと
笑顔で話せず困っています。一度「嫌だな」と思うと態度に出てしまいうまく話せ
なくなってしまうのが悩みです。また、本音も言えなくなってしまいます。これで
はいけないと思ってもなかなか直せずどうしたらいいか少し悩んでいます。何かよ
い改善策があれば教えていただきたいです。
A6. まず、気質に基づく「人間関係改善シート」を実施してください。それに加えて、
アサーティブな表現を心がけましょう。それでも改善しない場合、ご本人の中の傷
ついた過去の記憶を、苦手な相手が刺激している可能性がありますので、カウンセ
リングを受けられるとよいでしょう。Q1のケースへの回答も参考にしてください。
４　おわりに
「栄養・保健福祉に係わる専門家の卒後教育と在学生の交流を目的とした研修会」とし
て、 2講座を企画して実施した。
参加者は講座のほぼ定員数であり、参加者の満足度は非常に高かった。「心をひらくコ
ミュニケーション講座」に関しては、まず第 1回に一般的なコミュニケーションのとり方
について学び、第 2回でSAT法を取り入れた技法を学ぶ内容とした。本講座のアンケート
によれば、今回の企画内容がとても有意義であったことがうかがえる。さらに、発展的内
容のアサーションスキルやカウンセリングスキルなどを学ぶことでより理解が深まり、参
加者の疑問等が整理されるのではないかと思われる。「スポーツ栄養基礎講座」は、第 1
回が終了したが、第 2・ 3回は12月、 1月に開催するので別途報告する予定である。今年
度、本事業を企画・実施して気がついたことであるが、教育研究活動推進事業（社会貢献
活動推進事業）の申請および採択結果が前年度中にわかれば、参加しやすい開催日程の設
定、講師の日程調整や募集期間の延長等が可能となり、よりスムーズな運営が可能になる。
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今後の検討課題にしてもらいたい。
また、本学でも最近メンタルヘルス等が問題になっているので、在学生の参加をもう少
し促すことができればよかったと反省している。是非、本講座アンケートのQ&Aを一読
していただき、参加できなかった方々の今後の生活に役立てていただければ幸いである。
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